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第 1章 少子高齢化の現状と世代間交流の必要性 
第２章 世代間交流に関する歴史と近年の動向 
第３章  各世代別に見た世代間交流、なかでも幼児と高齢者の世代間交流 
第４章 幼児と高齢者の世代間交流の実態に関する研究 
第 5 章 世代間交流を行っている保育所職員、高齢者ケア施設職員へのインタビュー調 
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査読有、2016 
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 第三に、序章から第 3 章までの理論的考察と第 4 章以下の調査や観察における考察との
間に有機的なつながりが欠けているのではないかという指摘があった。 
 第四に、アンケート調査において、「個人情報の取り扱いには十分注意し、得られた情
報は本研究および学会発表以外には使用せず、研究終了後には破棄いたします」とあるが、 
研究不正の続発により、調査データは 10 年間保管することになっていると指摘された。そ
れを受けて、審査委員の一人から本学の研究倫理規程を早速改訂するとの発言があった。 
以上、論文審査委員により指摘された本論文の主たる問題点を列挙した。たしかに、本 
論文にこれらの問題点が含まれているのは明らかである。しかし、これらは、今後の研究 
の進展によって早晩解決されるであろうし、課程博士論文としての価値を大きく損なうも
のではない。 
よって、本論文は、博士（教育学）の学位授与にふさわしいものと論文審査委員全員一
致で判断した。 
 
 
 
 
 
